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公益社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会⑵　2023年２月１日　

年頭のあいさつ年頭のあいさつ

　新年あけましておめでとうございます。

　コロナ禍と言われて迎える新年もとうとう３回目となりまし

た。国民への行動制限や飲食店での時短要請等はいつの間にかな

くなってしまった感があります。しかしマスク生活、手指消毒等

の感染予防対策は日常化してはいるものの、まだまだ感染者は

減ってはいない状況が続いております。会議等のコミュニケー

ションは対面とオンラインをうまく併用しながら行うことも社会

全体に広まっております。当会においても会員の皆様の多大なる

ご理解、ご協力のもと本年も無事に新年を迎えることができました。

　昨年は、10月23日に「タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会」の滋賀県で第

１回の実技講習を開催させていただき、57名の方が受講され、臨床検査技師の国家資格に新たに追

加された業務を行うことができるようになりました。今後も引き続き開催してまいりますので、未受

講の方はまずはweb講習を受講の上、ぜひともこの実技講習会を受講していただき、真の医療人と

しての責任を果たし、県民の皆様に適正な医療を受けていただけるようにご尽力賜りますようお願い

申し上げます。

　また、新型コロナウイルス感染症に係るワクチン接種のための筋肉内注射の臨床検査技師による実

施のための研修についても多くの方に受講いただき感謝申し上げます。そして昨年11月より近江八

幡市立総合医療センターの臨床検査技師によるワクチン接種をしていただくようになりました。本当

に感謝申し上げます。

　そして臨地実習受け入れ施設においては令和６年度までに１名以上の臨地実習指導者を配置するこ

とが定められました。そのために、対象のご施設におかれましては、一般社団法人日本臨床検査学教

育協議会と一般社団法人日本臨床衛生検査技師会（以下、日臨技）で開催している「臨地実習指導者

講習会」（受講については日臨技ホームページの「臨地実習指導者講習会」のバナーにて手続き）

を、まずは１名受講していただくようにお願い申し上げます。

　さらに本年の秋には「全国検査と健康展」の全国中央会場として滋賀県が担当することになりまし

た。県民の皆様への検査と健康に対する関心、臨床検査技師への理解を深めていけるような充実した

企画もしてまいります。

　国民にとって臨床検査技師はなくてはならない存在として、大きく活躍の場を広げてまいるため

に、当会役員が一丸となって努力してまいります。

　最後に、滋賀県医学検査学会について、本年は「第45回滋賀県医学検査学会」を畑　久勝学会長

（済生会滋賀県病院）、村島　智実行委員長（淡海医療センター）のもと、第２地区の担当で２月

12日（日）にクサツエストピアホテルにて開催させていただくことになりました。昨年同様、今回

も新型コロナウイルス感染防止のため、Zoomをつかったオンライン併用の学会として開催させてい

ただきます。役員一同万全の準備をして臨んでまいりますので、多くの会員の皆様にご参加いただき

ますようお願い申し上げます。

　この一年が会員の皆様および当会にとって良い一年になるようご祈念申し上げ、新年のあいさつと

させていただきます。

令和５年１月１日

公益社団法人　滋賀県臨床検査技師会

会　長　大　本　和　由　

2023年２月１日　⑶　公益社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会

　この度、公益社団法人滋賀県臨床検査技師会のご推

挙を頂き、令和4年度秋の叙勲におきまして保健衛生

功労により瑞寶雙光章の栄に浴しました。

　本受章は私にとっては身に余る光栄と存じておりま

すとともに、当会会員および役員の皆様のお陰と心よ

り感謝申し上げます。

　令和４年11月22日にピアザ淡海大会議室にて伝達

式があり、三日月知事様より叙勲授与の伝達を受け、

勲記・受章を賜りました。

　今年も令和２年以降と同様に新型コロナウイルスの

感染防止のため、皇居での拝謁式は中止となり｢宮殿内

見学と写真撮影を実施することを予定しております｣

と内閣府賞勲局から通達がありました。

　振り返ってみますと、昭和50年に社会福祉法人恩

賜財団済生会滋賀県病院臨床検査科に入職し、在職中

は検査科の改革・発展に努めて参りました。中でも在

庫発注システムをCOBOLでプログラム作成し、検査

科在庫発注システムを全国でも先駆けて導入し、学会発表しました。また、今では検査科システムで

は一般的になっていますが、血液型や感染症注意マークを患者属性に入れ、何回も同じ検査を出来な

いよう、注意喚起したプログラムも作成した事など、新しい検査システムの導入に、県内でもいち早

く取り組み、検査科運営・管理に努めたこと懐かしく思い出します。

　昭和56年４月より社団法人滋賀県臨床衛生検査技師会（現公益社団法人滋賀県臨床検査技師会）

理事をはじめ、研究班班長、法改正委員等の各種委員会の役員や委員を26年間務めて参りました。

情報システム委員会やホームページ委員会の委員長担当時には、全国でも早い時期にホームページ立

ち上げドメインsamt.jpを取得し、滋賀県の技師会活動状況を全国に発信すると共に、会員間におけ

る情報を共有することが出来ました。

　また、昭和58年には技師会活動の記録・資料などの散逸を防ぐため、昭和33年の創立以来30年間

の資料をまとめた創立30周年記念誌を発行する事となり、その編集委員を務めました。30年という

長い期間の資料の収集に苦労した事が懐かしく思い出されます。

　平成25年には第36回滋賀県医学検査学会の学会長を務めさせて頂き、学会運営委員会をはじめ会

員の皆様のご協力を得まして、成功裡に終える事が出来ました。

　今は、当時の出来事が走馬灯のように懐かしく思い出されます。

　今後は微力ではございますが、会の発展に寄与できればと思っております。

　終わりになりましたが、これからの技師会の益々のご発展と会員の皆様のご活躍をご祈念申し上げ

まして、お礼の言葉とさせて頂きます。

令和４年秋の叙勲の栄に浴して令和４年秋の叙勲の栄に浴して
坂　田　專　藏



公益社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会⑵　2023年２月１日　

年頭のあいさつ年頭のあいさつ

　新年あけましておめでとうございます。

　コロナ禍と言われて迎える新年もとうとう３回目となりまし

た。国民への行動制限や飲食店での時短要請等はいつの間にかな

くなってしまった感があります。しかしマスク生活、手指消毒等

の感染予防対策は日常化してはいるものの、まだまだ感染者は

減ってはいない状況が続いております。会議等のコミュニケー

ションは対面とオンラインをうまく併用しながら行うことも社会

全体に広まっております。当会においても会員の皆様の多大なる

ご理解、ご協力のもと本年も無事に新年を迎えることができました。

　昨年は、10月23日に「タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会」の滋賀県で第

１回の実技講習を開催させていただき、57名の方が受講され、臨床検査技師の国家資格に新たに追

加された業務を行うことができるようになりました。今後も引き続き開催してまいりますので、未受

講の方はまずはweb講習を受講の上、ぜひともこの実技講習会を受講していただき、真の医療人と

しての責任を果たし、県民の皆様に適正な医療を受けていただけるようにご尽力賜りますようお願い

申し上げます。

　また、新型コロナウイルス感染症に係るワクチン接種のための筋肉内注射の臨床検査技師による実

施のための研修についても多くの方に受講いただき感謝申し上げます。そして昨年11月より近江八

幡市立総合医療センターの臨床検査技師によるワクチン接種をしていただくようになりました。本当

に感謝申し上げます。

　そして臨地実習受け入れ施設においては令和６年度までに１名以上の臨地実習指導者を配置するこ

とが定められました。そのために、対象のご施設におかれましては、一般社団法人日本臨床検査学教

育協議会と一般社団法人日本臨床衛生検査技師会（以下、日臨技）で開催している「臨地実習指導者

講習会」（受講については日臨技ホームページの「臨地実習指導者講習会」のバナーにて手続き）

を、まずは１名受講していただくようにお願い申し上げます。

　さらに本年の秋には「全国検査と健康展」の全国中央会場として滋賀県が担当することになりまし

た。県民の皆様への検査と健康に対する関心、臨床検査技師への理解を深めていけるような充実した

企画もしてまいります。

　国民にとって臨床検査技師はなくてはならない存在として、大きく活躍の場を広げてまいるため

に、当会役員が一丸となって努力してまいります。

　最後に、滋賀県医学検査学会について、本年は「第45回滋賀県医学検査学会」を畑　久勝学会長

（済生会滋賀県病院）、村島　智実行委員長（淡海医療センター）のもと、第２地区の担当で２月

12日（日）にクサツエストピアホテルにて開催させていただくことになりました。昨年同様、今回

も新型コロナウイルス感染防止のため、Zoomをつかったオンライン併用の学会として開催させてい

ただきます。役員一同万全の準備をして臨んでまいりますので、多くの会員の皆様にご参加いただき

ますようお願い申し上げます。

　この一年が会員の皆様および当会にとって良い一年になるようご祈念申し上げ、新年のあいさつと

させていただきます。

令和５年１月１日

公益社団法人　滋賀県臨床検査技師会

会　長　大　本　和　由　

2023年２月１日　⑶　公益社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会

　この度、公益社団法人滋賀県臨床検査技師会のご推

挙を頂き、令和4年度秋の叙勲におきまして保健衛生

功労により瑞寶雙光章の栄に浴しました。

　本受章は私にとっては身に余る光栄と存じておりま

すとともに、当会会員および役員の皆様のお陰と心よ

り感謝申し上げます。

　令和４年11月22日にピアザ淡海大会議室にて伝達

式があり、三日月知事様より叙勲授与の伝達を受け、

勲記・受章を賜りました。

　今年も令和２年以降と同様に新型コロナウイルスの

感染防止のため、皇居での拝謁式は中止となり｢宮殿内

見学と写真撮影を実施することを予定しております｣

と内閣府賞勲局から通達がありました。

　振り返ってみますと、昭和50年に社会福祉法人恩

賜財団済生会滋賀県病院臨床検査科に入職し、在職中

は検査科の改革・発展に努めて参りました。中でも在

庫発注システムをCOBOLでプログラム作成し、検査

科在庫発注システムを全国でも先駆けて導入し、学会発表しました。また、今では検査科システムで

は一般的になっていますが、血液型や感染症注意マークを患者属性に入れ、何回も同じ検査を出来な

いよう、注意喚起したプログラムも作成した事など、新しい検査システムの導入に、県内でもいち早

く取り組み、検査科運営・管理に努めたこと懐かしく思い出します。

　昭和56年４月より社団法人滋賀県臨床衛生検査技師会（現公益社団法人滋賀県臨床検査技師会）

理事をはじめ、研究班班長、法改正委員等の各種委員会の役員や委員を26年間務めて参りました。

情報システム委員会やホームページ委員会の委員長担当時には、全国でも早い時期にホームページ立

ち上げドメインsamt.jpを取得し、滋賀県の技師会活動状況を全国に発信すると共に、会員間におけ

る情報を共有することが出来ました。

　また、昭和58年には技師会活動の記録・資料などの散逸を防ぐため、昭和33年の創立以来30年間

の資料をまとめた創立30周年記念誌を発行する事となり、その編集委員を務めました。30年という

長い期間の資料の収集に苦労した事が懐かしく思い出されます。

　平成25年には第36回滋賀県医学検査学会の学会長を務めさせて頂き、学会運営委員会をはじめ会

員の皆様のご協力を得まして、成功裡に終える事が出来ました。

　今は、当時の出来事が走馬灯のように懐かしく思い出されます。

　今後は微力ではございますが、会の発展に寄与できればと思っております。

　終わりになりましたが、これからの技師会の益々のご発展と会員の皆様のご活躍をご祈念申し上げ

まして、お礼の言葉とさせて頂きます。

令和４年秋の叙勲の栄に浴して令和４年秋の叙勲の栄に浴して
坂　田　專　藏



公益社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会⑷　2023年２月１日　

第１回タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会
実技講習会を終えて

（公社）滋賀県臨床検査技師会　西　尾　久　明
　昨年の10月23日（日）滋賀県では第１回目となるタス
ク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会　実
技講習会を医療研修施設「ニプロiMEP（アイメップ）」で
開催し、無事に終了することができましたのでご報告させ
ていただきます。
　元々は３月13日（日）に開催する予定でしたが、コロナ
感染急拡大を受けて延期せざるを得ませんでした。基礎
講習を終えられた受講者の皆様同様に、実務員の我々も
開催までの期間が延びてしまい不安な中での開催となり

ましたが、講師の先生方の適格でスムーズな講習と受講者皆様の真剣に取り組まれていた姿を拝見すると、
実務員として最低限の役割は果たせたかな？と考えております。しかしながら、一部反省点もあったことか
ら、次回の講習会には改善していきたいと思います。
　さて、今回の講習は医師の働き方改革の一環として、臨床検査技師が今後タスク・シフト/シェアできる業
務項目を医療法の一部及び臨床検査技師等に関する法律が一部改正された事に伴うものであります。今す
ぐにでも各職場で業務拡大できる内容は少ないかもしれませんが、将来の検査業務を大局的に捉えていた
だき、検査技師業務の発展につなげていただければと思います。
　今年度を含めて、あと４年間は講習を行う予定で考えており、講習会開催案内は開催の２～３ヶ月前まで
に案内いたします。会員の皆様には、今回の講習の目的をご理解いただき、是非とも受講いただきますようお
願いいたします。

2023年２月１日　⑸　公益社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会

関口　涼子 （市立大津市民病院）

　実技講習を受けてみて、実際に従事す
る時には十分な訓練と医師や看護師との
綿密なコミュニケーションが必要だと感
じました。１日がかりで長時間の講習会で

はありましたが、どのコンテンツも講師の先生の説明が
分かりやすく、同じ班の方と協力し合いながら楽しく受
講することができました。ありがとうございました。

黒川　陽子 （彦根市立病院）

　動画視聴、講師によるデモンストレー
ション、受講生による実技講習という流れ
で、要点を繰り返し確認することができま
した。また模型やシミュレーターととも

に、生検鉗子や三方活栓など一部実物を使用すること
で、現場をイメージしながら実習を行うことができまし
た。静脈路確保や吸引痰等、見慣れているはずの手技で
も実際体験してみると意外と難しく、各所属施設でさら
に研鑽を積む環境整備が必要であると考えます。

藤野　正晃 （滋賀県健康づくり財団）

　今回、タスク・シフト/シェアとして追加
される業務は医療を受ける患者さんへの
良質で適正な医療を医師と連携して効率
よく届けるためであり、私共、健康づくり

財団職員も健診業務の中で活かすことができるよう、
積極的に受講をさせていただきました。実技講習はカ
リキュラムが工夫され、講師の先生方も楽しい雰囲気
で進めていただけましたので、1日充実した講習会にな
りました。滋賀県臨床検査技師会、講師の皆様に感謝
申し上げます。　

筒川　美裕 （東近江市蒲生医療センター）

　今回の実技講習会を終えて、どの講習
も初めて触る器具や手技に練習だと分
かっていても、とても緊張しました。実際
に患者さんを相手に、不安がないように

声掛けをしながら手技をされる医師や看護師の方々の
苦労を一部でも知ることができ、大変勉強になりまし
た。最後になりましたが、今回の講習会を開催するにあ
たり、ご指導頂きました先生方、理事会の皆様ありがと
うございました。

谷村　満知子 （滋賀医科大学医学部附属病院）

　タスク・シフト/シェアの実技講習は主
に喀痰吸引、内視鏡補佐業務、造影剤注
入などのルート確保があり、軽い講義の
後に模型を使用して実習が行われまし

た。率直に感じたのは、「これ私にできるの？」でした。今
まで患者として受ける側であったのに、実施者側になる
事の不安とともに、医療業務の幅がまた一歩拡大した
ことのワクワクを感じました。私も検査技師歴25年の
病理所属ですが、検査技師業務範囲は年々拡張され、
自らもアップデートしつづける必要性を感じています。
　未受講の方も是非ワクワクを体感していただきたい
と思います。
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　令和４年11月13日イオンモール草津にて「検査と健康展」を開催しました。昨年同様、検温や手指・物
品の消毒、飛沫防止シート設置等、新型コロナウイルス感染対策を徹底して行いました。今年は風船やお
菓子のプレゼントの他、献血ちゃんの着ぐるみなど子供向けの企画を用意し、親子連れの方々にもたくさ
ん参加していただきました。192名の参加でした。
　簡易貧血検査・認知症検査・乳がん触診体験などでご自身の健康と臨床検査に関心を持っていただく
と共に、健康診断やがん検診を受ける事の大切さをお伝えしました。中でも顕微鏡体験や超音波検査体
験は面白かったとの意見が多く、アンケートの中には好中球などの絵を描いてくれたものもあり、子供たち
から大人の方々まで楽しく参加してくれたのだなと嬉しく思いました。また、「どうすればこの職に就けるの
か」「学校は何年行くのか」など、将来の進路として臨床検査技師を考えた積極的な声もいただきました。
　来年、全国「検査と健康展」の中央会場を滋賀県が開催する事となっております。公益活動推進委員及
び公益活動担当理事が中心となって準備を進めていきます。興味をもってくれた学生や保護者向けへの
情報提供を含め、更に臨床検査のことを広く一般の方々に知っていただけるよう企画してまいろうと思い
ます。
　「検査と健康展」は直接市民の皆様や子供たちとふれあえる、そし喜んでもらえる楽しいイベントです。
技師会会員の皆様もぜひスタッフとして参加してみませんか。公益活動推進委員に興味を持たれた方は
お近くの理事または委員までお知らせください。

「検査と健康展」を開催して
公益活動部　谷　　和　也

2023年２月１日　⑺　公益社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会
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株式会社 メディック
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公益社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会⒁　2023年２月１日　

第45回滋賀県医学検査学会　プログラム
◆開催日時：令和5年2月12日（日） 8：55～12：45
◆会場：クサツエストピアホテル（オンライン配信会場）

【開会式】　8：55～9：00　　学会長　　畑　久勝（済生会滋賀県病院）

【一般演題】
■臨床免疫化学部門　9：00　～　9：09　　　　　　　　　　　座長　松田　哲明　大津赤十字病院
1.  ISO15189取得に向けて ～免疫・化学部門でするべきこと～
　　　前田　知広（近江八幡市立総合医療センター）

■臨床微生物部門（1）　9：10　～　9：37　　　　　座長　木下　愛　滋賀医科大学医学部附属病院
2. 血液培養よりLactobacillus paracasei subsp.paracaseiを分離した菌血症の1例
　　　秋井　啓輔（滋賀県立総合病院）

3．血液培養から多剤耐性Streptococcus mitis/oralisを分離した１症例
　　　瀧本　奈穂（滋賀県立総合病院）

4．当院の血液培養前処理方法を用いた「Qライン極東®PBP2’」の精度向上に関する評価 
　　　中村　華菜（彦根市立病院）

■臨床生理部門　　9：38　～　9：56　　　　　　　　　　　座長　中島　辰也　淡海医療センター
5. 嚥下にて誘発される発作性心房頻拍の一例
     　　辻井　智圭（滋賀県立総合病院）

6. デュシャンヌ型筋ジストロフィー患者の心電図指標より見る長期予後
　　　遠藤　拓海（長浜バイオ大学　フロンティアバイオサイエンス学科　臨床検査学コース）

■臨床病理細胞部門   9：57　～　10：06　　　　　　　　　　  座長　土田　弘次　長浜赤十字病院
7. 大腸癌における HER2/neu(4BS) 《IHC法》の検討
　　　水上　利嗣（株式会社　TNR病理センター）

■臨床血液部門　　10：07　～　10：16　　　　　 　　　　　　　座長　橋口　篤　大津赤十字病院
8. PT、APTTクロスミキシングテストより術後早期に後天性血友病Aと診断された１例
　　　河並　香央理（済生会滋賀県病院）

■輸血細胞治療部門　10：17　～　10：26　　　座長　山中　博之　近江八幡市立総合医療センター
9. 当院での自己フィブリン糊作成について
　　　小室　伸子（滋賀医科大学医学部附属病院）

■チーム医療部門　10：27　～　10：36　　　　座長　近澤　秀己　近江八幡市立総合医療センター
10. 当院における新型コロナウイルスに対する検査科の取り組み
　　　北村　美沙希（彦根市立病院）

■臨床微生物部門（2）　10：37　～　11：04 　　座長　近澤　秀己　近江八幡市立総合医療センター
11．当院における血液培養採取量と陽性率の検討
　　　長谷川　美佳（滋賀医科大学医学部附属病院）

12．Small-Colony Variantを疑うEscherichia coliが検出された2症例
　　　谷川　翔平（滋賀医科大学医学部附属病院）

13. カテーテル尿より炭酸ガス依存性のEscherichia coliを検出した一症例
　　　西野　広将（長浜赤十字病院）

2023年２月１日　⒂　公益社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会

【第25回　いぶき賞　受賞講演】
11：05～11：15　　　　                      　　　　　　座長　滋賀医科大学医学部附属病院　湯本　浩史
カンジダ選択分離培地の簡易同定に関する比較検討
　　　滋賀医科大学医学部附属病院　検査部　塚口　扶美枝　先生

【表彰式】　（いぶき賞表彰、永年会員表彰）
　11：15～11：20　

【休　　憩】
　11：20～11：25　

【特別企画】
11：25～11：55　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 座長　淡海医療センター　村島　智
タスク・シフト／シェアにおいて臨床検査技師がなすべきこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人　日本臨床衛生検査技師会　副会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丸田　秀夫  先生
当院における「経食道超音波検査」、「術中モニタリング検査」の現状と今後の展望
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　済生会滋賀県病院　臨床検査科　副技師長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西村　康司　先生

【特別講演】
11：55～12：40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長　済生会滋賀県病院　畑　久勝
PSA検診による前立腺癌診断－最近の全国統計と院内統計から見えてきたもの－
　　　済生会滋賀県病院　ロボット手術センター長　前立腺局所療法センター長　臨床検査センター長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨井　和実  先生

【閉会式】　12：40～12：45　　　実行委員長　　村島　智（淡海医療センター）

　青年部研修会報告

　　　　　　　　　　　　　　青年部長　虎谷貴志
　この度、青年部では令和４年 11月27日に「資格取得
に向けたスキルアップ研修会」をテーマに研修会を開催
いたしました。
　今回は事前に若手技師にむけたアンケートを行い、そ
の中でも資格取得に向けた回答が多く寄せられたので今
回の開催に至りました。各検査領域の専門資格や認定資
格の取得に意欲的な技師が多い一方で、取得に向けた勉
強方法がわからない方や情報の共有・取得ができない
環境に悩む方々が多いこともアンケート結果から見えて
きました。この結果を受け、青年部会では「認定輸血検査
技師」「超音波検査士」「認定および二級微生物」に内容
を絞り研修会を開催いたしま
した。
　３名の講師の方々には、各認
定資格の勉強方法や試験範囲
と内容、提出症例の作成ポイン
ト、実技試験のポイントなどを
わかりやすく、詳細に講義いた
だきました。また講義の中で共
通していたのは「日々の業務か

ら丁寧に行い、試験を意識しながら技術や知識を身に付
けていく」事がアドバイスと感じました。研修会の最後に
は参加者から「Q&A」をいただきより詳細な情報が得ら
れたとともに、交流も深められたと思っています。
　今年度は「資格取得に向けたスキルアップ研修会」を
テーマに専門資格を絞って研修会を行いましたが、資格
分野は広く様々な領域の専門・認定資格があります。今
後は他の専門・認定資格も研修会に加えていき、更なる
情報発信・共有を図りながらスキルアップを目指す方々
への一助となる研修会を企画したいと思います。
　コロナ禍の影響で Zoom ウェビナー形式での開催と
なりましたが、多くの方々にご参加いただきまして誠に有
難うございました。また青年部研修会を開催するに当た
りましては、ご協力いただきました講師３名の方々、そし
て理事の皆様に感謝申し上げます。

事前アンケートでいただいた回答青年部研修会の参加者数
研修会参加者数（人）

経験年数
１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満 ５年～10年未満 10年以上

8

7

6

5

4

3

2

1

0

4 4 4

7

5

資格取得に対する不安や問題

・資格を持っている人が多くないため直接どのように取得したかなどの話が聞きにくい
・取得している人が少ないので、情報が少ない
・資格が炊きにわたり何を取得してよいのかわからない
・ルーチンで行っていないことが試験の筆記亜実技に出ると不安
・ルーチンで関わる機会があまりない検査は学べる場が少ない
・情報共有があまりない
・過去問がない
・本当に取ることができるのか心配
・資格を取っても自己満足で終わることが多い
・資格の維持が大変そう、お金がかかる
・資格取得・維持に費用がかかるが、看護師と異なり病院側にメリットがないので保障
　がない
・技師会で研修対策を行ってくれると嬉しい
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【一般演題】
■臨床免疫化学部門　9：00　～　9：09　　　　　　　　　　　座長　松田　哲明　大津赤十字病院
1.  ISO15189取得に向けて ～免疫・化学部門でするべきこと～
　　　前田　知広（近江八幡市立総合医療センター）

■臨床微生物部門（1）　9：10　～　9：37　　　　　座長　木下　愛　滋賀医科大学医学部附属病院
2. 血液培養よりLactobacillus paracasei subsp.paracaseiを分離した菌血症の1例
　　　秋井　啓輔（滋賀県立総合病院）

3．血液培養から多剤耐性Streptococcus mitis/oralisを分離した１症例
　　　瀧本　奈穂（滋賀県立総合病院）

4．当院の血液培養前処理方法を用いた「Qライン極東®PBP2’」の精度向上に関する評価 
　　　中村　華菜（彦根市立病院）

■臨床生理部門　　9：38　～　9：56　　　　　　　　　　　座長　中島　辰也　淡海医療センター
5. 嚥下にて誘発される発作性心房頻拍の一例
     　　辻井　智圭（滋賀県立総合病院）

6. デュシャンヌ型筋ジストロフィー患者の心電図指標より見る長期予後
　　　遠藤　拓海（長浜バイオ大学　フロンティアバイオサイエンス学科　臨床検査学コース）

■臨床病理細胞部門   9：57　～　10：06　　　　　　　　　　  座長　土田　弘次　長浜赤十字病院
7. 大腸癌における HER2/neu(4BS) 《IHC法》の検討
　　　水上　利嗣（株式会社　TNR病理センター）

■臨床血液部門　　10：07　～　10：16　　　　　 　　　　　　　座長　橋口　篤　大津赤十字病院
8. PT、APTTクロスミキシングテストより術後早期に後天性血友病Aと診断された１例
　　　河並　香央理（済生会滋賀県病院）

■輸血細胞治療部門　10：17　～　10：26　　　座長　山中　博之　近江八幡市立総合医療センター
9. 当院での自己フィブリン糊作成について
　　　小室　伸子（滋賀医科大学医学部附属病院）

■チーム医療部門　10：27　～　10：36　　　　座長　近澤　秀己　近江八幡市立総合医療センター
10. 当院における新型コロナウイルスに対する検査科の取り組み
　　　北村　美沙希（彦根市立病院）

■臨床微生物部門（2）　10：37　～　11：04 　　座長　近澤　秀己　近江八幡市立総合医療センター
11．当院における血液培養採取量と陽性率の検討
　　　長谷川　美佳（滋賀医科大学医学部附属病院）

12．Small-Colony Variantを疑うEscherichia coliが検出された2症例
　　　谷川　翔平（滋賀医科大学医学部附属病院）

13. カテーテル尿より炭酸ガス依存性のEscherichia coliを検出した一症例
　　　西野　広将（長浜赤十字病院）
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【第25回　いぶき賞　受賞講演】
11：05～11：15　　　　                      　　　　　　座長　滋賀医科大学医学部附属病院　湯本　浩史
カンジダ選択分離培地の簡易同定に関する比較検討
　　　滋賀医科大学医学部附属病院　検査部　塚口　扶美枝　先生

【表彰式】　（いぶき賞表彰、永年会員表彰）
　11：15～11：20　

【休　　憩】
　11：20～11：25　

【特別企画】
11：25～11：55　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 座長　淡海医療センター　村島　智
タスク・シフト／シェアにおいて臨床検査技師がなすべきこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人　日本臨床衛生検査技師会　副会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丸田　秀夫  先生
当院における「経食道超音波検査」、「術中モニタリング検査」の現状と今後の展望
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　済生会滋賀県病院　臨床検査科　副技師長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西村　康司　先生

【特別講演】
11：55～12：40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長　済生会滋賀県病院　畑　久勝
PSA検診による前立腺癌診断－最近の全国統計と院内統計から見えてきたもの－
　　　済生会滋賀県病院　ロボット手術センター長　前立腺局所療法センター長　臨床検査センター長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨井　和実  先生

【閉会式】　12：40～12：45　　　実行委員長　　村島　智（淡海医療センター）

　青年部研修会報告

　　　　　　　　　　　　　　青年部長　虎谷貴志
　この度、青年部では令和４年 11月27日に「資格取得
に向けたスキルアップ研修会」をテーマに研修会を開催
いたしました。
　今回は事前に若手技師にむけたアンケートを行い、そ
の中でも資格取得に向けた回答が多く寄せられたので今
回の開催に至りました。各検査領域の専門資格や認定資
格の取得に意欲的な技師が多い一方で、取得に向けた勉
強方法がわからない方や情報の共有・取得ができない
環境に悩む方々が多いこともアンケート結果から見えて
きました。この結果を受け、青年部会では「認定輸血検査
技師」「超音波検査士」「認定および二級微生物」に内容
を絞り研修会を開催いたしま
した。
　３名の講師の方々には、各認
定資格の勉強方法や試験範囲
と内容、提出症例の作成ポイン
ト、実技試験のポイントなどを
わかりやすく、詳細に講義いた
だきました。また講義の中で共
通していたのは「日々の業務か

ら丁寧に行い、試験を意識しながら技術や知識を身に付
けていく」事がアドバイスと感じました。研修会の最後に
は参加者から「Q&A」をいただきより詳細な情報が得ら
れたとともに、交流も深められたと思っています。
　今年度は「資格取得に向けたスキルアップ研修会」を
テーマに専門資格を絞って研修会を行いましたが、資格
分野は広く様々な領域の専門・認定資格があります。今
後は他の専門・認定資格も研修会に加えていき、更なる
情報発信・共有を図りながらスキルアップを目指す方々
への一助となる研修会を企画したいと思います。
　コロナ禍の影響で Zoom ウェビナー形式での開催と
なりましたが、多くの方々にご参加いただきまして誠に有
難うございました。また青年部研修会を開催するに当た
りましては、ご協力いただきました講師３名の方々、そし
て理事の皆様に感謝申し上げます。

事前アンケートでいただいた回答青年部研修会の参加者数
研修会参加者数（人）

経験年数
１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満 ５年～10年未満 10年以上

8

7

6

5

4

3

2

1

0

4 4 4

7

5

資格取得に対する不安や問題

・資格を持っている人が多くないため直接どのように取得したかなどの話が聞きにくい
・取得している人が少ないので、情報が少ない
・資格が炊きにわたり何を取得してよいのかわからない
・ルーチンで行っていないことが試験の筆記亜実技に出ると不安
・ルーチンで関わる機会があまりない検査は学べる場が少ない
・情報共有があまりない
・過去問がない
・本当に取ることができるのか心配
・資格を取っても自己満足で終わることが多い
・資格の維持が大変そう、お金がかかる
・資格取得・維持に費用がかかるが、看護師と異なり病院側にメリットがないので保障
　がない
・技師会で研修対策を行ってくれると嬉しい
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令和4年度 学術部研修会を開催して
滋賀県臨床検査技師会 学術部長　

湯　本　浩　史

　令和 4年 10月29日（土）に「甲状腺疾患について」の学術部研修会を開催しました。
　今回の研修会は、免疫化学検査、生理検査、病理検査の技師の方々の講演に加えて、大津赤十字病
院　検査部長の谷口孝夫 先生にもご講演をいただき、計 50名と沢山の方にご参加いただきました。
研修会の講師の先生方、ご参加いただきました皆様に感謝申し上げます。
　これまで学術部研修会は、各検査部門、および、各医療職の垣根を越えての研修会を企画してきま
した。昨年度は、「レントゲン・CT の見方」で放射線技師の方にご講演していただき、「腎疾患について」
では、管理栄養士の方にご講演をいただきました。
　次年度は、タスクシフト/シェア講習会（継続事業）や検査と健康展（全国の担当県）など他の技師
会会務が多忙となりますので、学術部研修会が開催できるか微妙でございますが、開催する際には、是
非、皆様ご参加ご協力をよろしくお願い致します。また、研修会の開催に関して、ご要望がありましたら
最寄りの理事または湯本までご連絡をお願いいたします。

連絡先 学術部長メールアドレス：gakujutsu◎samt.jp 　◎を@に変えて送信してください。

学術部研修会に参加して
三田村　由枝（長浜赤十字病院）

　令和４年10月29日学術部研修会「甲状腺疾
患について」にWebにて参加しました。
　臓器ごとに様々な疾患を各検査部門から多
角的に見ていこうとシリーズで開催されている
研修会で、毎回楽しみに受講しています。今回
は「甲状腺疾患」をテーマに免疫化学、超音波、
病理部門の技師が解りやすく説明してください
ました。また、内分泌の医師から、私たちが報告
している検査結果をどのように判断して診断に
活かしているのか、検査室とのコミュニケーショ
ンの重要性、などのお話を聞かせていただきま
した。医師や看護師など他職種の方とうまく連
携するためには幅広い知識を身につけなけれ
ばいけないと改めて感じました。今後もたくさん
の研修会に参加したいと思います。

学術部研修会に参加して
豊川　純史（彦根市立病院）

　本研修会では、甲状腺疾患について総合的に
学ぶために技師３名（免疫、生理、病理）と医師
１名がご講演されました。技師の講演では、疾患
別に免疫化学検査データの読み方や様々なエ
コー画像の解説および組織・細胞像の解説があ
り、医師の講演では実際の臨床症例を多数提示
して頂きました。病理検査を長く担当し知識に偏
りがある私にとって、今回のように多角的な内容
の研修会はとても勉強になりました。
　日臨技の検査相談やタスクシフトを例にとっ
ても、これからの技師は分野の垣根を超えた総
合的な知識が要求されると思いますので、今後
もこのような研修会を継続して頂けると有難い
です。講師の皆様および企画して頂いた学術部
の皆様ありがとうございました。
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令和4年度　滋賀県精度管理報告会のご案内
　今年度の精度管理全体報告会については、昨年同様オンデマンド配信での報告会を開催させていただ
きます。

　開 催 日 時：令和5年2月25日（土）8：30～3月11日（土）15:30 
　内容と講師：令和4年度　滋賀県精度管理　各部会代表者による報告

オンデマンド配信　参加方法 （変更が生じた時はHPにてお知らせします）
① 滋賀県臨床検査技師会ホームページ（https://samt.securesite.jp）へアクセス
② 精度管理の令和4年度滋賀県臨床検査精度管理ページをクリック
③ 令和４年度滋賀県臨床検査精度管理報告会資料の全体報告会をクリック
④ Googleフォームのウィンドウで動画ファイルのリンクを開く
　　（容量が大きいので通信費用に注意してください：有線LAN、WiFi推奨）　
⑤ 下段の「次へ」をクリックし、レポートフォームの必要事項を入力し、送信を押す

　日臨技生涯点数付与条件はオンデマンド配信でのレポート提出とします。
　なお精度管理報告事業の対象者は、滋賀県下の医療施設に従事しサーベイに参加されている方々です。
対象外の方でもオンデマンド報告会参照は可能ですが、レポートを提出されても日臨技生涯教育点数は付
与させていただきませんので、ご了承ください。
　問合せ先：滋賀県立総合病院　臨床検査部　梅村茂人　Tel 077-582-5031　PHS 6620

施設代表者会議のご案内
　開催日時 ： 令和５年３月25日（土）　14：00
　開催形式 ： ZoomによるWeb開催（事前登録の案内につきましては、後日郵送にて連絡させていただきます。）
　問合せ先 ： 株式会社 近畿予防医学研究所　長谷川大祐　Tel 077-522-7664

　　① 県内のタスクシフトについての状況説明、今後の展開について。
　　② 臨地実習についての説明。
　　③ ご施設における日臨技・滋臨技会員の把握について。　
上記３題につきまして、情報・意見交換の場とし実施いたしますので、多数のご参加お待ちしております。

『令和４年度　会員名簿』について訂正とお詫び

　令和４年10月発行の会員名簿につきまして内容の一部に誤りがございました。
　つきましては、以下のとおり訂正させていただきます。

８頁『令和4年度・令和５年度　精度管理委員』

　会員名簿を訂正していただきますようお願い申し上げます。
　お手数おかけしまして誠に申し訳ございませんが、何卒よろしくお願い申し上げます。
　一瀬　亮介様、ならびに２施設様にご迷惑おかけして申し訳ございませんでした。

訂正箇所 訂　正　前 訂　正　後

8頁、免疫化学部会、委員
一瀬　亮介

独立行政法人国立病院機構
東近江総合医療センター

地方独立行政法人
市立大津市民病院

組織部　長谷川大祐
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令和4年度 学術部研修会を開催して
滋賀県臨床検査技師会 学術部長　

湯　本　浩　史

　令和 4年 10月29日（土）に「甲状腺疾患について」の学術部研修会を開催しました。
　今回の研修会は、免疫化学検査、生理検査、病理検査の技師の方々の講演に加えて、大津赤十字病
院　検査部長の谷口孝夫 先生にもご講演をいただき、計 50名と沢山の方にご参加いただきました。
研修会の講師の先生方、ご参加いただきました皆様に感謝申し上げます。
　これまで学術部研修会は、各検査部門、および、各医療職の垣根を越えての研修会を企画してきま
した。昨年度は、「レントゲン・CT の見方」で放射線技師の方にご講演していただき、「腎疾患について」
では、管理栄養士の方にご講演をいただきました。
　次年度は、タスクシフト/シェア講習会（継続事業）や検査と健康展（全国の担当県）など他の技師
会会務が多忙となりますので、学術部研修会が開催できるか微妙でございますが、開催する際には、是
非、皆様ご参加ご協力をよろしくお願い致します。また、研修会の開催に関して、ご要望がありましたら
最寄りの理事または湯本までご連絡をお願いいたします。

連絡先 学術部長メールアドレス：gakujutsu◎samt.jp 　◎を@に変えて送信してください。

　本研修会では、甲状腺疾患について総合的に
学ぶために技師３名（免疫、生理、病理）と医師
１名がご講演されました。技師の講演では、疾患
別に免疫化学検査データの読み方や様々なエ
コー画像の解説および組織・細胞像の解説があ
り、医師の講演では実際の臨床症例を多数提示
して頂きました。病理検査を長く担当し知識に偏
りがある私にとって、今回のように多角的な内容
の研修会はとても勉強になりました。
　日臨技の検査相談やタスクシフトを例にとっ
ても、これからの技師は分野の垣根を超えた総
合的な知識が要求されると思いますので、今後
もこのような研修会を継続して頂けると有難い
です。講師の皆様および企画して頂いた学術部
の皆様ありがとうございました。
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令和4年度　滋賀県精度管理報告会のご案内
　今年度の精度管理全体報告会については、昨年同様オンデマンド配信での報告会を開催させていただ
きます。

　開 催 日 時：令和5年2月25日（土）8：30～3月11日（土）15:30 
　内容と講師：令和4年度　滋賀県精度管理　各部会代表者による報告

オンデマンド配信　参加方法 （変更が生じた時はHPにてお知らせします）
① 滋賀県臨床検査技師会ホームページ（https://samt.securesite.jp）へアクセス
② 精度管理の令和4年度滋賀県臨床検査精度管理ページをクリック
③ 令和４年度滋賀県臨床検査精度管理報告会資料の全体報告会をクリック
④ Googleフォームのウィンドウで動画ファイルのリンクを開く
　　（容量が大きいので通信費用に注意してください：有線LAN、WiFi推奨）　
⑤ 下段の「次へ」をクリックし、レポートフォームの必要事項を入力し、送信を押す

　日臨技生涯点数付与条件はオンデマンド配信でのレポート提出とします。
　なお精度管理報告事業の対象者は、滋賀県下の医療施設に従事しサーベイに参加されている方々です。
対象外の方でもオンデマンド報告会参照は可能ですが、レポートを提出されても日臨技生涯教育点数は付
与させていただきませんので、ご了承ください。
　問合せ先：滋賀県立総合病院　臨床検査部　梅村茂人　Tel 077-582-5031　PHS 6620

施設代表者会議のご案内
　開催日時 ： 令和５年３月25日（土）　14：00
　開催形式 ： ZoomによるWeb開催（事前登録の案内につきましては、後日郵送にて連絡させていただきます。）
　問合せ先 ： 株式会社 近畿予防医学研究所　長谷川大祐　Tel 077-522-7664

　　① 県内のタスクシフトについての状況説明、今後の展開について。
　　② 臨地実習についての説明。
　　③ ご施設における日臨技・滋臨技会員の把握について。　
上記３題につきまして、情報・意見交換の場とし実施いたしますので、多数のご参加お待ちしております。

『令和４年度　会員名簿』について訂正とお詫び

　令和４年10月発行の会員名簿につきまして内容の一部に誤りがございました。
　つきましては、以下のとおり訂正させていただきます。

８頁『令和4年度・令和５年度　精度管理委員』

　会員名簿を訂正していただきますようお願い申し上げます。
　お手数おかけしまして誠に申し訳ございませんが、何卒よろしくお願い申し上げます。
　一瀬　亮介様、ならびに２施設様にご迷惑おかけして申し訳ございませんでした。

訂正箇所 訂　正　前 訂　正　後

8頁、免疫化学部会、委員
一瀬　亮介

独立行政法人国立病院機構
東近江総合医療センター

地方独立行政法人
市立大津市民病院

組織部　長谷川大祐



公益社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会⒅　2023年２月１日　

開 催 日：令和4年10月5日（水）17：00〜

開催場所：Web会議　

出 席 者：大本、西尾、守安、一岡、西村、長谷川、  

　三雲、小中、谷、足立、曽川、菅沼、湯本、

　岡本、山藤、梅村、吉田監事

欠 席 者：阪口監事

１. 報告事項
＜日臨技より＞　
・臨地実習指導者講習会について

　ワークショップを受講しないと本講習会は修了とは

ならないとの通達あり。

　今後はどこの支部の講習会でも参加可能となる。近

畿支部は次回　来年２月に開催予定。

　ワークショップ受講における「日本臨床検査学教育

協議会」による実技講習の受講費の助成については

2023年３月頃までの予定。

　９月28日現在、未受講施設が県内に６施設ある。

・政策渉外関連事項等における現状把握のための調査

協力施設の選定依頼について各都道府県技師会に依

頼。各都道府県で4施設依頼希望。大規模１施設、中

規模２施設、小規模１施設。期間は１年間とする。

・「検査と健康展」事業WG（第１回）令和４年９月

20日（火）zoomにて開催。令和５年度中央会場と

なる滋賀県担当者の出席要請があり、大本会長と谷

公益活動部長が今年度開催の愛媛県に視察予定。

＜近畿支部関連より＞
・令和４年９月23日　日臨技理事会事前レク（近畿支

部）、近畿支部幹事会が開催され、大本会長が出席。

＜政治連盟関連より＞
・日本臨床検査技師連盟の常任執行委員５名の推薦に

ついては、長沢副会長、丸田副会長、深澤専務理

事、滝野専務理事、白波瀬執行理事が選任された。

＜滋臨技関連より＞
・タスクシフト実技講習会の再講師依頼書については

日臨技から発送を行った。

・10月23日のタスクシフト実技講習会に関する補充要員

について、梅村理事、谷理事、三雲理事に依頼した。

・令和4年度地域医療介護総合確保基金（事業区分

6）の追加募集のHP掲載を依頼した。

２．決議・承認事項
・施設代表者会議について。今年もWeb開催とし、

臨地実習講習会、タスクシフト講習会などの参加を

呼び掛けていく。

・第53回滋賀県公衆衛生学会の演題募集について、

精度管理部門の一般部会が発表予定。

・各学術部門会計に関する書類でのデジタル印の使用

について。見本を作成して西村会計部長に確認して

頂き、使用の可否を検討する。（継続事項とする）

・厚生事業について、今年度も新型コロナウイルス感

染状況を鑑み中止とする。

・精度管理報告会について、会場の収容能力に応じて

の開催について承認した。但し、飲食に関しては継

続して不可とした。

・日臨技からの「政策渉外関連事項等における現状把握

のための調査協力施設の選定について（お願い）」。

対象施設は県立総合病院、市立大津市民病院、済生会

守山市民病院、信楽中央病院に伺ってみる。

令和４年10月定例理事会報告令和４年10月定例理事会報告

開 催 日：令和4年11月2日（水）17：00〜

開催場所：Web会議　

出 席 者：大本、西尾、守安、一岡、西村、長谷川、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　三雲、小中、谷、足立、曽川、菅沼、岡本、

　　　　　山藤、梅村、吉田監事

欠 席 者：湯本理事　阪口監事

１. 報告事項
＜日臨技関連より＞　
・政策渉外関連事項等調査協力施設について、県立総合

病院、市立大津市民病院、済生会守山市民病院、信楽

中央病院に承認を得た。早速、10/22蛋白分画の実施

について（院内実施、外部委託）の調査が行われた。

＜政治連盟関連より＞
・10月19日　令和４年度日本臨床検査技師連盟執行

委員会が開催された。

　役員の選任が行われ、連盟常任執行委員12名が選

任された。

＜滋臨技関連より＞
・坂田専蔵元理事の叙勲内示について10月26日に閣

議決定の連絡がありご本人にお伝えした。

・第１回タスクシフト実技講習会が10月23日行われ

た。57名参加、次回は令和５年３月12日の予定。

２．決議・承認事項
・近江八幡市から臨床検査技師のワクチン接種の要

請があり、近江八幡総合医療センターの技師で対

応してもらう。

・令和４年度都道府県技師会リーダー育成研修会は、

期日も迫っており開催は困難と判断し、当技師会は

開催しないということで日臨技に報告する。

・デジタル印の使用については会計上、問題ないこ

とを阪口監事に確認済み。11月２日以降、デジタ

ル印の領収書も可とする。また、マニュアルの改

訂も行っていく。

・会員名簿（令和６年分）の役員・部会の連絡先は

掲載しない方向でいく。

・研修会開催時の新型コロナウイルス感染拡大、荒

天や自然災害等による中止・延期のホームペー

ジ・会員メール配信での連絡体制について。業務

時間外の連絡方法を事務局と広報部メールアドレ

スを追加変更した。

令和４年11月定例理事会報告令和４年11月定例理事会報告

2023年２月１日　⒆　公益社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会

開 催 日：令和４年12月７日（水）17：30〜

開催場所：キラリエ草津　

出 席 者：大本、西尾、守安、一岡、西村、長谷川、

　三雲、小中、谷、足立、曽川、菅沼、湯本、

　岡本、山藤、梅村

欠 席 者：阪口監事、吉田監事

１. 報告事項
＜日臨技より＞　
・日臨技理事会事前レク（11/22）、日臨技理事会

（11/23）に大本会長が出席。

・日臨技からの都道府県災害対策マニュアルについて

のアンケートを大本会長が回答。

＜近畿支部関連より＞
・令和４年12月３〜４日　第61回近畿医学検査学会

が兵庫県で開催された。

＜滋臨技関連より＞
・次年度事業計画書の提出期限を12月16日までとす

る。 

・第53回滋賀県公衆衛生学会の演題募集の申込み期

限を12月27日まで延長。 

・第45回滋賀県医学検査学会について一般演題は、

13演題。 

・第３回学会準備委員会を開催した。11月24日市立

野洲病院と Zoom 併用 

・第４回学会準備委員会はクサツエストピアホテルで

開催予定。日程調整中。 

・第２回学術部門長会議の開催について11月18日

Zoomオンライン会議 次年度の事業計画と、予算案

の作成を依頼した。 

・滋賀医学検査 投稿論文について投稿論文生理検査1

編について、３回目の査読を完了。

・いぶき賞の楯の金色プレートの購入について。いぶ

き賞基金より10 枚購入予定。 

・精度管理部11月８日に令和４度第２回精度管理委

員会代表者会議を野洲会議室で開催。各部会の報告

会は12月〜１月にかけて１部会を除いてWeb 開催

される。

　全体報告会は令和５年２月25日（土）〜３月11

（土）にオンデマンド配信で開催する。　　

・検査と健康展が11月13日（イオンモール草津）お

こなわれた。

・タスクシフト講習会３月12日（日） 案内文は１月

５日予定、申し込み期間は令和５年１月11日

（水）〜令和５年２月28日（火）令和５年度は10

月22日（日）予約済（確定）

２．決議・承認事項
・滋賀学会で長浜バイオ大学の学生発表をして頂くこ

とを全会一致した。 

・令和４年度子宮がん検診従事者講習会の共催名義に

ついて承認する。 

・タスクシフト受講者促進については、今後も各施設

で呼び掛けていく。将来的には他府県の受講者も受

講できるようになる予定。 

・技師会主催の行事開催について「令和４年10月以

降の滋賀県臨床検査技師会主催の行事開催につい

て」改定について。滋賀県がステージ分類を見直し

たため、上記文書も改定することとした。 現地開

催の研修会に他府県講師、他府県会員も参加可能と

する。 

・学術部 ・共催申請（病理技術向上講座）について

共催を承認する。 

・公益活動部 ・全国検査と健康展全国会場の実行委

員会については、公益活動委員６名と理事４名 

（大本会長、西尾副会長、一岡理事、谷公益部部

長）の計10名とする。 

・インボイス制度（適格請求書等保存方式）の説明

会、研修会の必要性について。当会に必要であるか

どうか、 一度、阪口監事に相談する。

令和４年12月定例理事会報告令和４年12月定例理事会報告

会   員   動   向　　2022年10月1日～2022年12月31日 （敬称略･順不同）　

新入会 ･ 再入会
　 会員番号　 　  　氏　名　　　　　　施　設　名
738669 森　田　正　登 大津赤十字病院

転　入
　 会員番号　 　  　氏　名　　　　　　　  施　設　名
725970
732682

小　林　　　雅
小　原　直　大

国立病院機構　東近江総合医療センター
医療法人双葉会　清水産婦人科

異　動
　 会員番号　 　  　氏　名　　　　　施　設　名
711402
250106

南　　　多加恵
桐　畑　佳代子

市立野洲病院
自宅

退会・転出
　 会員番号　 　  　氏　名　　　　施　設　名
728506
250206
254510
730679

赤　崎　勇　希
清　水　　　馨
北　野　佳　美
井　口　航　平

自宅
自宅
自宅
滋賀医科大医学部附属病院

※は滋賀のみ会員
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開 催 日：令和4年10月5日（水）17：00〜

開催場所：Web会議　

出 席 者：大本、西尾、守安、一岡、西村、長谷川、  

　三雲、小中、谷、足立、曽川、菅沼、湯本、

　岡本、山藤、梅村、吉田監事

欠 席 者：阪口監事

１. 報告事項
＜日臨技より＞　
・臨地実習指導者講習会について

　ワークショップを受講しないと本講習会は修了とは

ならないとの通達あり。

　今後はどこの支部の講習会でも参加可能となる。近

畿支部は次回　来年２月に開催予定。

　ワークショップ受講における「日本臨床検査学教育

協議会」による実技講習の受講費の助成については

2023年３月頃までの予定。

　９月28日現在、未受講施設が県内に６施設ある。

・政策渉外関連事項等における現状把握のための調査

協力施設の選定依頼について各都道府県技師会に依

頼。各都道府県で4施設依頼希望。大規模１施設、中

規模２施設、小規模１施設。期間は１年間とする。

・「検査と健康展」事業WG（第１回）令和４年９月

20日（火）zoomにて開催。令和５年度中央会場と

なる滋賀県担当者の出席要請があり、大本会長と谷

公益活動部長が今年度開催の愛媛県に視察予定。

＜近畿支部関連より＞
・令和４年９月23日　日臨技理事会事前レク（近畿支

部）、近畿支部幹事会が開催され、大本会長が出席。

＜政治連盟関連より＞
・日本臨床検査技師連盟の常任執行委員５名の推薦に

ついては、長沢副会長、丸田副会長、深澤専務理

事、滝野専務理事、白波瀬執行理事が選任された。

＜滋臨技関連より＞
・タスクシフト実技講習会の再講師依頼書については

日臨技から発送を行った。

・10月23日のタスクシフト実技講習会に関する補充要員

について、梅村理事、谷理事、三雲理事に依頼した。

・令和4年度地域医療介護総合確保基金（事業区分

6）の追加募集のHP掲載を依頼した。

２．決議・承認事項
・施設代表者会議について。今年もWeb開催とし、

臨地実習講習会、タスクシフト講習会などの参加を

呼び掛けていく。

・第53回滋賀県公衆衛生学会の演題募集について、

精度管理部門の一般部会が発表予定。

・各学術部門会計に関する書類でのデジタル印の使用

について。見本を作成して西村会計部長に確認して

頂き、使用の可否を検討する。（継続事項とする）

・厚生事業について、今年度も新型コロナウイルス感

染状況を鑑み中止とする。

・精度管理報告会について、会場の収容能力に応じて

の開催について承認した。但し、飲食に関しては継

続して不可とした。

・日臨技からの「政策渉外関連事項等における現状把握

のための調査協力施設の選定について（お願い）」。

対象施設は県立総合病院、市立大津市民病院、済生会

守山市民病院、信楽中央病院に伺ってみる。

令和４年10月定例理事会報告令和４年10月定例理事会報告

開 催 日：令和4年11月2日（水）17：00〜

開催場所：Web会議　

出 席 者：大本、西尾、守安、一岡、西村、長谷川、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　三雲、小中、谷、足立、曽川、菅沼、岡本、

　　　　　山藤、梅村、吉田監事

欠 席 者：湯本理事　阪口監事

１. 報告事項
＜日臨技関連より＞　
・政策渉外関連事項等調査協力施設について、県立総合

病院、市立大津市民病院、済生会守山市民病院、信楽

中央病院に承認を得た。早速、10/22蛋白分画の実施

について（院内実施、外部委託）の調査が行われた。

＜政治連盟関連より＞
・10月19日　令和４年度日本臨床検査技師連盟執行

委員会が開催された。

　役員の選任が行われ、連盟常任執行委員12名が選

任された。

＜滋臨技関連より＞
・坂田専蔵元理事の叙勲内示について10月26日に閣

議決定の連絡がありご本人にお伝えした。

・第１回タスクシフト実技講習会が10月23日行われ

た。57名参加、次回は令和５年３月12日の予定。

２．決議・承認事項
・近江八幡市から臨床検査技師のワクチン接種の要

請があり、近江八幡総合医療センターの技師で対

応してもらう。

・令和４年度都道府県技師会リーダー育成研修会は、

期日も迫っており開催は困難と判断し、当技師会は

開催しないということで日臨技に報告する。

・デジタル印の使用については会計上、問題ないこ

とを阪口監事に確認済み。11月２日以降、デジタ

ル印の領収書も可とする。また、マニュアルの改

訂も行っていく。

・会員名簿（令和６年分）の役員・部会の連絡先は

掲載しない方向でいく。

・研修会開催時の新型コロナウイルス感染拡大、荒

天や自然災害等による中止・延期のホームペー

ジ・会員メール配信での連絡体制について。業務

時間外の連絡方法を事務局と広報部メールアドレ

スを追加変更した。

令和４年11月定例理事会報告令和４年11月定例理事会報告

2023年２月１日　⒆　公益社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会

開 催 日：令和４年12月７日（水）17：30〜

開催場所：キラリエ草津　

出 席 者：大本、西尾、守安、一岡、西村、長谷川、

　三雲、小中、谷、足立、曽川、菅沼、湯本、

　岡本、山藤、梅村

欠 席 者：阪口監事、吉田監事

１. 報告事項
＜日臨技より＞　
・日臨技理事会事前レク（11/22）、日臨技理事会

（11/23）に大本会長が出席。

・日臨技からの都道府県災害対策マニュアルについて

のアンケートを大本会長が回答。

＜近畿支部関連より＞
・令和４年12月３〜４日　第61回近畿医学検査学会

が兵庫県で開催された。

＜滋臨技関連より＞
・次年度事業計画書の提出期限を12月16日までとす

る。 

・第53回滋賀県公衆衛生学会の演題募集の申込み期

限を12月27日まで延長。 

・第45回滋賀県医学検査学会について一般演題は、

13演題。 

・第３回学会準備委員会を開催した。11月24日市立

野洲病院と Zoom 併用 

・第４回学会準備委員会はクサツエストピアホテルで

開催予定。日程調整中。 

・第２回学術部門長会議の開催について11月18日

Zoomオンライン会議 次年度の事業計画と、予算案

の作成を依頼した。 

・滋賀医学検査 投稿論文について投稿論文生理検査1

編について、３回目の査読を完了。

・いぶき賞の楯の金色プレートの購入について。いぶ

き賞基金より10 枚購入予定。 

・精度管理部11月８日に令和４度第２回精度管理委

員会代表者会議を野洲会議室で開催。各部会の報告

会は12月〜１月にかけて１部会を除いてWeb 開催

される。

　全体報告会は令和５年２月25日（土）〜３月11

（土）にオンデマンド配信で開催する。　　

・検査と健康展が11月13日（イオンモール草津）お

こなわれた。

・タスクシフト講習会３月12日（日） 案内文は１月

５日予定、申し込み期間は令和５年１月11日

（水）〜令和５年２月28日（火）令和５年度は10

月22日（日）予約済（確定）

２．決議・承認事項
・滋賀学会で長浜バイオ大学の学生発表をして頂くこ

とを全会一致した。 

・令和４年度子宮がん検診従事者講習会の共催名義に

ついて承認する。 

・タスクシフト受講者促進については、今後も各施設

で呼び掛けていく。将来的には他府県の受講者も受

講できるようになる予定。 

・技師会主催の行事開催について「令和４年10月以

降の滋賀県臨床検査技師会主催の行事開催につい

て」改定について。滋賀県がステージ分類を見直し

たため、上記文書も改定することとした。 現地開

催の研修会に他府県講師、他府県会員も参加可能と

する。 

・学術部 ・共催申請（病理技術向上講座）について

共催を承認する。 

・公益活動部 ・全国検査と健康展全国会場の実行委

員会については、公益活動委員６名と理事４名 

（大本会長、西尾副会長、一岡理事、谷公益部部

長）の計10名とする。 

・インボイス制度（適格請求書等保存方式）の説明

会、研修会の必要性について。当会に必要であるか

どうか、 一度、阪口監事に相談する。

令和４年12月定例理事会報告令和４年12月定例理事会報告

会   員   動   向　　2022年10月1日～2022年12月31日 （敬称略･順不同）　

新入会 ･ 再入会
　 会員番号　 　  　氏　名　　　　　　施　設　名
738669 森　田　正　登 大津赤十字病院

転　入
　 会員番号　 　  　氏　名　　　　　　　  施　設　名
725970
732682

小　林　　　雅
小　原　直　大

国立病院機構　東近江総合医療センター
医療法人双葉会　清水産婦人科

異　動
　 会員番号　 　  　氏　名　　　　　施　設　名
711402
250106

南　　　多加恵
桐　畑　佳代子

市立野洲病院
自宅

退会・転出
　 会員番号　 　  　氏　名　　　　施　設　名
728506
250206
254510
730679

赤　崎　勇　希
清　水　　　馨
北　野　佳　美
井　口　航　平

自宅
自宅
自宅
滋賀医科大医学部附属病院

※は滋賀のみ会員
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　広報を担当後に悩ましく感じるの
は 、 「 文 章 が う ま く 書 け な い な
あ・・」と。
　もともと国語は苦手でもあり悩み
の１つ。そんなとき、本棚を整理し
ていると、ある書籍が目に入り読み

返すと。

【抜粋】
---メモを活用しよう---
　人は毎日、いろいろなことに出会い、様々な経験
を重ねています。一方で、人はものを忘れます。
せっかくの経験を日々消しています。この間をつな

ぐのが「メモ」です。
① メモしておくと、貴重な経験・材料が残る
② メモすれば、無理せずに要点をひろえる
③ メモは思いつきをどんどん記しておくだけでいい
④ 何でも、いつでも、どこでも貴重な材料をゲッ

トする
⑤ 地図やイラストなどを入れるのも良い
⑥ メモはプチ原稿でもある

   著書『すっきり！わかりやすい！文章が書ける』
                著者：高橋俊一
　よし、今年はこれでいこう！！　
　　　　　　　　　　　　　　　　　三雲（広報）

編 集

後 記

　滋賀県は臨床検査技師による新型コロナワクチン
接種を実施していませんでした。
　近江八幡市についても、集団ワクチン接種は当院
（近江八幡市立総合医療センター）の看護師を中心
に行っています。３年という長期期間の運用を看護
師だけで対応していくことが厳しい状況になってき
ており、昨年６月に法整備された臨床検査技師によ
るワクチン接種の実施を検討された結果、看護師の
業務軽減として10月に当院の臨床検査技師に対し
てワクチン接種実施の要望が出されました。

　これを受けて当院７名の技師が手を挙げました。「座学」修了後、近江八幡市として当院看護師指導
の下、11月14日、16日に実技研修（動画視聴後、シミュレーターによる実技講習）を受講しました。11
月18日に１名デビューし、私は11月21日に集団接種会場でワクチン接種デビューしました。
　接種ブースは３ブースあり、１ブースを臨床検査技師が担当することになっていました。看護師とペア
を組み、問診役と打ち役に分かれるのですが、問診役は、検査技師は従事しないらしく、打ち役に徹す
る形でした。
　緊張もありましたが、慣れてくると結構楽しく従事出来ました。採血業務に比べると負担も少なく、３
時間で150名程度接種しました。
　これを機に、県内でも臨床検査技師によるワクチン接種が広がっていけば良いと思います。

近江八幡市立総合医療センター　西村　精児　

臨床検査技師によるワクチン接種始まりました

新型コロナウイルスワクチン接種受講済みの７名




